
 

 

コース １５ 高旗山
たかはたやま

と大将旗山
たいしょうきやま

 

リーダー  ＣＬ M/T   ＳＬ K/T 

実 施 日  平成２５年 ６月 １６日（日）天候 曇り 

参 加 者  ３１人 （男性 ８  女性 ２３） 

グレード  B   

コースポイント 

ポイント 到着時間 出発時間 備  考 

秋葉区役所前  6：22 駅西口→新津 ICより磐越道へ 

磐梯山 SA 7：44 7：54 猪苗代磐梯高原 IC→49号→9号→６号 

高旗山登山口 8：48 9：00 登山口、鳥居の通過を撮影  

高旗山頂上 9：55      10：10 ガスで眺望不可 記念撮影 

高旗山登山口 10：50 10：56 登山靴を履き替えずに移動 

御霊櫃峠 11：37 11：48 登り途中に「いわき」の 10 人に会う 

大将旗山頂上 12：52 13：55 昼食 記念撮影 

御霊櫃峠 15：00 15：15 黒岩山 班ごとに撮影 

磐梯山 SA 15：58 16：20 土産を購入し会津の経済に協力 

秋葉区役所前  18：00 新津 IC→駅西口経由 

 

山行等概要（幹事のコメント） 

 当初計画の明神ヶ岳は登山道通行止め

の事を耳にし、地元役場に何回か電話す

る。5 月に男性が 1人行方不明になり、

50人位で捜索に入ったところ、親子連

れの熊に襲われ亡くなっておられた。ま

た、捜索隊の 4人も襲われたとのこと。

熊の捕獲をしてほしい旨をお願いした

が、その予定はないとの返事であった。 

 山行を中止するのもしのびないため、急

遽同方向の眺望のよい高旗山と大将旗

山を下見し、変更することにした。6月

12日にその旨を皆さんに連絡する。 

 高旗山・・・登山道はよく整備され、「ようこそ小熊の小太郎」の札を見ながら、霧で幽

玄の世界を緩やかに登ると一等三角点と祠、「マムシ注意」の札。山つつじの群生の頂上

に到着。残念ながら素晴らしい眺望は曇っており望むことはできなかった。 

 大将旗山・・・登山口の御霊櫃峠から往復した。ここの見所の山つつじの盛りは過ぎて

いたが、その分夏の花が次々と咲いていて、それらを鑑賞しながら山頂へ。山頂付近の

山つつじは、満開であった。 

 遅い昼食をゆっくり摂る。時折雲の切れ間から、周辺の山々、猪苗代湖を望むことができた。  

 登り、下降途中の黒岩直下のロープの岩場も全員無事通過する。 

 帰路、高速道内の事故のため、バスは西会津 ICから津川 ICまで 49号線を走行する。 

 皆さん、明神岳中止で残念がっておられることと思うが、代替えの山行を無事終えるこ

とができ、ご協力に感謝しております。 

高旗山登山口にて（頂上をめざして） 



 

 

「高旗山・大将旗山に参加して」 

 

（１３０２） J/N  

 

TELのベルが鳴った。6 月 16日（土）の山行についての連絡。さて何か問題が起こった

かなあと、頭の中を過ぎった。というのは、計画の明神ヶ岳に熊が出没、まだ捕獲されてい

ないとのことで登山立ち入り禁止。変更の山は、高旗山・大将旗山の二山。計画の山より遠

方なので、30 分早く集合。31名の参加で、マイクロバスとジャンボタクシーの２台で一路

目的地に向かう。 

高旗山は、郡山市の西方、三森峠の

南東にある形の三角形のよい山であ

る。登山道は整備されていて、林道を

緩く上って行くと登山口で、案内板有

り。蛇行しながら頂上を目指す。途中

小さな鳥居をくぐり参道に入る。少し

傾斜があるが、あとは雑木林の中の緩

い登りとなる。その周辺には、ヤマツ

ツジ、珍しい白の谷ウツギに感動させ

られた。 

山頂直下にはブナの大木。やがても

う一カ所の鳥居をくぐると山頂。一等

三角点と祠があり、その周辺には石が

敷いてあり、マムシ注意の看板があ

り。こわい、こわい！ 

あいにくガスがかかって眺望は残念。晴れていれば、北には吾妻連峰、安達太良山、これ

から登る大将旗山。西には猪苗代湖や磐梯山等見えるとか、今日は見えるつもりで･･･。山頂

には、ヤマツツジが群生。眺望できなかった分癒してくれた。集合写真、各のカメラに納め

下山。皆さん余裕たっぷりの笑顔でした。 

二つめの山、大将旗山へ。（5年前額取山計画時に通過、この時は雨）先回と同じコース、

御霊櫃峠から。ここの尾根は眺望がよく、風神、雨神の石櫃。悪天候に遭遇しないよう

に･･･。手を合わせて悪天候に遭遇しな

いように･･･。ここを過ぎるとゴツゴツ

した黒岩山に、最初の休憩スポット。

一枚岩の上に上がり、眺めたり写真に

納めたり･･･。 

サラサドウダン、ウグイスカズラ、

イワシモツケ、ヤマボウシ、ヤマツツ

ジ、アズマギク等たくさんの花に会え

た。前回より感動させられた。山ガー

ル、山ボーイ達にも出会い、人気のあ

る山であることを認識させられた。 

先回は雨で濡れ鼠であったが、今回

は暑くもなくほどよい天候に恵まれ、

楽しい山行に一日であった。 

 

大将旗山頂上にて 

高旗山頂上にて 


